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所
の
待
合
ス
ペ
ー
ス
が
市
役
所
の

来
庁
者
と
共
有
す
る
空
間
と
な
る
。

感
染
症
対
策
と
し
て
、
診
察
室
や

待
合
室
へ
の
空
気
清
浄
機
の
設
置

等
、
対
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
今

後
、
患
者
と
来
庁
者
の
利
用
空
間

が
共
有
さ
れ
な
い
体
制
整
備
に
も

努
め
る
必
要
が
あ
る
。

２
次
救
急
医
療
輪
番
病
院

（
輪
番
病
院
）
の
現
在
の
運
営
体

制
は
。
以
前
、
輪
番
の
空
白
日
が

出
て
大
変
な
状
況
と
聞
い
た
が
、

現
状
は
。
ま
た
、
運
営
上
の
課
題

や
今
後
の
方
向
性
は
。

市
内
外
３
病
院
ず
つ
の
合
計

６
病
院
で
、
３
６
５
日
、
内
科
・

外
科
の
２
次
救
急
医
療
輪
番
体
制

（
輪
番
体
制
）
が
組
ま
れ
て
い
る
。

平
成
２８
年
度
の
空
白
日
は
、
輪
番

病
院
の
協
力
に
よ
り
、
内
科
０
日
、

外
科
２
日
。
２９
年
度
は
、
内
科
２

日
、
外
科
２
日
。
輪
番
体
制
が
な

い
こ
と
を
各
病
院
に
事
前
に
把
握

し
て
も
ら
い
、
救
急
指
定
病
院
等

で
の
体
制
整
備
に
つ
な
が
る
よ
う
、

情
報
提
供
に
努
め
て
い
る
。
２８
年

度
輪
番
病
院
の
受
診
者
数
６
，
５

５
７
人
の
う
ち
橿
原
地
区
の
受
診

者
は
３
，
９
２
８
人
で
、
全
体
の

５９
．
９
％
。
葛
城
地
区
を
含
め
た

約
４
割
が
橿
原
地
区
外
の
方
で
あ

る
。
ま
た
、
輪
番
病
院
の
受
診
希

望
者
の
受
け
入
れ
率
は
７１
．
１
％
、

約
３
割
受
け
入
れ
を
断
っ
て
い
る
。

担
当
医
が
患
者
対
応
中
の
た
め
、

次
の
患
者
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い

と
い
う
理
由
が
最
も
多
い
。
断
っ

て
い
る
受
診
希
望
者
２
，
６
６
７

人
の
う
ち
、
８
７
０
人
前
後
、
３２
．

６
％
が
橿
原
地
区
の
方
で
あ
る
。

現
在
、
中
和
医
療
圏
域
の
８
市
町

村
で
、
輪
番
体
制
の
広
域
連
携
を

進
め
て
い
る
。
広
域
連
携
は
、
２９

年
度
、「
奈
良
モ
デ
ル
」
に
申
請
し
、

採
択
さ
れ
た
。
今
後
も
、
中
和
医

療
圏
の
８
市
町
村
及
び
県
と
連
携

を
深
め
、
よ
り
よ
い
体
制
を
つ
く

る
。

１
次
救
急
（
休
日
夜
間
応
急

診
療
所
）
の
課
題
を
含
め
た
救
急

医
療
の
今
後
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
及

び
、
県
立
医
大
を
中
心
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
市
長
の
考
え
は
。

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、

県
立
医
科
大
学
附
属
病
院
、
新
奈

良
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
を
県
立

病
院
と
し
て
フ
ル
に
活
動
で
き
る

形
が
整
っ
て
き
た
。
１
次
・
２
次

救
急
、
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院

と
新
奈
良
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

で
は
３
次
救
急
ま
で
３
６
５
日
対

応
す
る
病
院
と
し
て
動
き
、
関
西

で
も
屈
指
の
医
療
機
能
を
持
つ
。

そ
れ
ら
の
病
院
が
で
き
、
救
急
医

療
体
制
が
ほ
ぼ
で
き
上
が
っ
た
と

感
じ
る
。
奈
良
県
広
域
消
防
組
合

と
の
連
動
が
う
ま
く
つ
な
げ
る
大

き
な
力
に
な
る
と
思
う
。
京
奈
和

自
動
車
道
、
南
阪
奈
道
路
、
高
田

バ
イ
パ
ス
、
中
和
幹
線
、
全
て
が

本
市
に
交
差
点
と
し
て
残
っ
て
お

り
、
救
急
の
全
て
の
核
が
医
大
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
に
あ
る
イ

メ
ー
ジ
、
そ
れ
が
橿
原
市
で
あ
る

こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

の
医
療
体
制
及
び
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
て
も
ら
え
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

一般質問

う
す
い
卓
也

（
青
丹
会
）

母
子
手
帳
の
電
子
化

母
子
健
康
手
帳
は
、
妊
娠
か

ら
子
ど
も
が
小
学
校
に
上
が
る
ま

で
の
親
と
子
ど
も
の
健
康
記
録
で

あ
る
。
平
成
２８
年
度
、
本
市
が
交

付
し
た
母
子
手
帳
の
数
は
。

平
成
２８
年
度
は
９
９
７
件
、

平
成
２９
年
度
は
１１
月
末
現
在
で
６

４
４
件
で
あ
る
。

母
子
手
帳
の
重
要
な
機
能
と

し
て
子
ど
も
の
予
防
接
種
の
時
期

の
把
握
が
あ
る
。
予
防
接
種
は
事

故
が
起
こ
り
や
す
く
、
平
成
２７
年

度
、
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
国

内
の
予
防
接
種
時
の
事
故
の
う
ち

接
種
間
隔
間
違
い
は
全
体
の
４８
％

を
占
め
る
。
原
因
は
、
母
子
手
帳

の
紛
失
や
機
会
逃
し
で
あ
る
。
母

子
手
帳
を
常
に
携
帯
し
て
い
る
方

は
多
く
な
い
と
思
う
が
、
携
帯
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ら
ど
う
か
。

母
子
手
帳
を
ス
マ
ホ
で
見
ら
れ
る

よ
う
電
子
化
し
て
は
ど
う
か
。
予

防
接
種
の
日
程
表
示
や
予
定
日
近

く
の
通
知
が
届
い
た
り
、
身
長
や

体
重
の
グ
ラ
フ
作
成
や
写
真
付
き

の
日
記
を
家
族
で
共
有
す
る
こ
と

も
可
能
と
な
る
。
考
え
は
。

便
利
な
の
は
わ
か
る
が
、
母

子
手
帳
の
全
情
報
を
電
子
化
す
る

こ
と
は
難
し
い
。
導
入
済
み
の
市

町
村
等
の
情
報
収
集
を
行
い
、
本

市
で
導
入
す
る
様
々
な
電
子
化
の

取
り
組
み
と
あ
わ
せ
検
討
し
た
い
。

電
子
化
の
重
要
性
が
認
識
さ

れ
た
の
は
２
０
１
１
年
の
東
日
本

大
震
災
で
、
岩
手
県
は
母
子
医
療

の
情
報
を
電
子
化
し
て
い
た
た
め
、

被
災
し
た
母
子
へ
の
医
療
や
育
児

支
援
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
で

き
た
。
厚
生
労
働
省
が
行
っ
た
母

子
健
康
手
帳
に
関
す
る
検
討
会
で

も
、
記
録
の
デ
ー
タ
管
理
や
活
用

の
検
討
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い

と
の
報
告
が
あ
る
。
予
算
的
に
も

安
価
で
導
入
可
能
な
事
業
者
も
あ

る
。
ま
た
、
母
子
手
帳
の
電
子
化

を
本
市
が
目
指
す
Ｍ
Ｂ
Ｔ
構
想

（
医
学
を
基
礎
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
）
の
一
環
と
し
て
、
シ
テ
ィ
セ

ー
ル
ス
で
本
市
の
魅
力
を
高
め
て

い
く
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
電
子

化
情
報
を
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
し
、

多
く
の
機
関
を
巻
き
込
め
ば
、
一

人
一
人
の
子
ど
も
を
大
切
に
見
守

る
社
会
づ
く
り
を
大
き
く
前
進
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
、
子
育
て
の
場

と
し
て
本
市
を
選
ぶ
可
能
性
も
上

が
っ
て
く
る
の
で
は
。
電
子
化
を

前
向
き
に
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
。

母
子
手
帳
を
使
う
方
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
１０
月
ま

で
に
重
複
を
含
め
５
８
０
人
か
ら

回
答
を
得
た
。「
電
子
母
子
手
帳

を
利
用
し
た
い
」
が
１
８
９
人

（
３２
．
６
％
）、「
利
用
し
た
い
が

管
理
が
不
安
」
が
１
４
４
人
（
２４
．

８
％
）、「
従
来
の
母
子
手
帳
の
み

休日夜間応急診療所


